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定した 1651年の「航海法J(ふ突は， 1 I食事己J;J、 1二後に「七年戦争jが終結する
li631:ドまでは厳格に実施されることがなかったので，植民地および関連の他
は， r栄光ある怠惰 (Salutaryl'¥eglectl J ~享受していたのであった心。
また，植民地との交易を統制するためにイギリス本関が備えた統治のため
の機構としては，第三次英額戦争の後の 1675 になって初めて，常設的な
委員会 (LordsCommittee of Trade and Plantatiol1slが設置されたが，その後 1696


































































































































は見合わせた。こうして 7植弐地から全日名の代表者 (commIssIoner)15) 
がオルパニーに集まり，問年6丹19日から，審議に入ることになった。
(1) フランクリンの fショート・ヒンツ (ShortHints 





































6. 総督代表および連合会議の職務と権限 (Duれ.and Po¥¥"cr of the Go¥"ernol 








ing and extending their settlements)ために必要と盟、われるすべてのこと〔念
行い支援する〕。
支出については，いかなる犠民地の財務の財源に依ることもできる。



































1754年 6月 19El に審議 I~I 体は始まったが， であるニューヨーク総督




























ニューヨーク模民地に関する公式記録 (J)OClII1lCIltSRclatIl'e to t/Je CO/011ia/ His-
10り，of t/Je State of Nelバ'ork)においては，その後， 6月28白金曜日{こ，初めて
ブランクリンの fショート・ヒンツjの複裂が各植民地代表のために作られ
ることになったとされている。つまり， 6丹24日に植民地連合に関する原





































































































1754年 7月 10日水曜日にオノレパニー会議において議決された f;tノレパ
ニー・プランjの内容は， ブランクリンの fショート・ヒンツJな土台にして
作成されたものである G それでは，実際に議決された fオノレパニー・プラ
ンjの内容を確認し，先述の「ショート・ヒンツj との相違ぞ検証しておこ

























[ 4 J 彼ら〔口連合会議議録〕は，連合総替が任命され次第， その招集によ
り，現時点においてはペンシノレパニア植民地のブイラデノレアイア市にお
いて，会合する。








は， 7 名な超え，または 2 名~下関つてはならない。)
[7) 連合会議は毎年 l回，あるいは必要であればそれ以上，前田の会議
において定めた時期と場所において，会合するものとする。または，緊
急時においては，連合総督が，ます、書 lliîで 7 名の連合会議議員の同意~
得て，その後，適切な時機(こ (dL淀川1dtimeh')全議員に通知を発して，
招集するとした時期と場所において，会合するものとする。
[ 8 J 連合会議はその議長を選出する権限喜子持ち，また，自己の同意ある
いは国王の特加の命令なくしては，解散し，停会し，または，一時に 6
遊間以上会議を続行しではならない。


































































































~jJ， rオノレパニー ・プランjでは，連合総督が手ぎするのは法律 f拒否権j
ではなし法律への同意権 [10Jとされると同時に，インディアンとの条約
締結 [11)についても，基本的には「ショート・ヒンツJと同様に認めるが，





















































































































して批判したc こうして fオノレパニー・プランj を否決したこの委員会案
は，同年 10月2自にコネティカット植民地議会日誌に院出され，向上院



















































EIまでに涼案ぞ作り上げた Iイギリス五植民地連合政府 (TheGrand COllrt of 































































ノレパニー・プランj 守拒否したo li54年 12月21日(こ， rオノレパニー・プラ












































































































女合し， 5!ヨ後の 10月29EI (ニ， に概要報告を提出している刻。その中で
ハリブアツクスは，連合案の一刻も中-い施行によって植民地主7フランス宝石か
ら完全に防衛するべきことを進詩している刷。
他方， fI寺WJを前後して 1754年 6月 14日には，その貿易委員会のハリ
ファックスに対して，国務長官 (Secretar¥， of State)トマス・ロビンソン (Thomas




























ち， r諸植民地 (Colonies)(ふ切り離された異なる地方 (Provinces)(こ分かれ
ており，お互いにほとんどいかなるつながりもなければ依存もない。そのた
め，要塞と軍隊そしてインディアンに関する事婦の管理 (nlanagenle凶と




























































































































































































および欠点等の概昨~については，アメワ力学会訳編 rr京輿アメリカ史第 2 巻(お
波書!古， 1951 年)224-2361主(清水問)， 1:1中英火 5英米法総論上(東京大学出
版会， 1980年)213-218支を参燃のこと
2) アメリカにおける文献としては，たとえば， )0れ しい'akelγn，ed.， I\~IERICA'S 1:'0じ?¥D-
I?¥G CH:¥RTERS， ¥'01.2 (Green¥¥'ood Press， 2(06) at 615-618， Timothy). Shannon， 
“八IbanvPlan ofじnion，"in Paul I:'inkclman，εd.， E?¥CYCLOPEDIA OF THE I¥'E¥'八五lE立ト
CA?¥ I¥'ATIO?¥， ¥'01.1 (Charlcs Scribncr's Sons， 20(5) at 48-49. 一方，わが国のもの
としては，アメリカ史の-Jをとしてオノレハニー・プランへの万及が，紀王子菜作編子新
nli 世界各~J'i: 24 アメワカ;tJ(LLI I1 J 1¥版社， 1999 '.ド)50 ri (こi，'il.られるものの，
f!IJ久的il:書籍なとには…切設及されていないぐ
3) 紀王子，前i主2)40-411'L茨木股三[ニューヨーク右lW_;t也{こ，かける都市民衆……オ
jレパニィの場合 j 大手前交子大論集2i之さ‘ 31-33n， Timothy J.Shannon， I?¥-
DIANS A?¥D COLONISTS :¥T THE CROSSROADS ()F EW'IRE-THE八LBA?¥YCO?¥GRESS 








(東京大学出H友会，19i2年)83-84頁参照。また， 1660年 f航海法j 以後の通商規
j!JJj法で主主主なものは， 1696年 r~I~毛品法J (憾民地淫のさ手毛およびその加工品の総




止:)， 1751 fl~ r通貨法J(綴民地による銀行の設立をど禁[1こ)である。
5) 問中， iI百出i2) 1ヲ2]言。
6) 田中， ]Ii'jWi.主2)1891~c 
7) これらア支部族とは，オノレパニ一関方モホーク!日流域の fモホーク(!Ylohawks)J， 
そのさらに隠方 60マイノレ，オナイダ納付近の fオナイダ (Oneidas)J，現シラキュー
ズ市付近の;ォノンダブ'f(Onondagas) J警オナイダとオノンダプjのや間(こ位ftずる
fタスカローラ (Tuscaroras)J，カユプ'fi刻家岸の fカユガ (C町ugas)J，そして，現
ロチェスター付i丘の「セネカ (Senecas)JであるcRobert C. Newbold， THE ALsAXi 
COXG立ESSAND FL¥N OF UNION 01' 1754 (Vantage Press， 1955) at 20. 
8) ld. at 21. iオ/レパニー・プランjが完成した 1754jドになっても，土地の紛争終決
については終結していなかったことが， 1754年7月22日付， ドウランシー総辞代






(ま不UJ会81ごから?とjとご (E. B. ()'Callagha!l and Berthold fero!low九ed.，DOCllllCnts 
Relatit'e to the Colollial HistOlアofthc State of Ne¥¥寸 '01士(八lbany，1853-8il， vol. 6， 
850-851.以下，NYC])と表記する。)
守) Newbold， supra note 7 at 19 
10) 入γCDat 781-788，“Con(erCllCC between GOl'emor (刀IltOl1Ild thc lndItl1ls， Fort 
Gcorge in the City of Ncw York， 12 June 1753"において，六部族の代表としてそホー
クの首rf，fが， 17 人の rfíJ 1f~インディアンミケ引き迷れてニューヨーク市の総'iè'f i仔を訪
れ，つぎのような法的を訴えたことを記している。ウィリアム・ジョンソン大佐 (Col.
1山lIi立11johnson) は六部族のために大変良くしてくれたが，彼の退任後，9eの















と対立し絞任するつ See，Timothv J. Shannon， IROQUOIS DIPLOMACY 0" THE EARLY 
AME立ICANFRONTIE立(NewYork， 2(08) 121-123 また r~約の銭j がlfIíたれたこ
の!待の会合については，イギリス本図では司 9尽になってようやく議論がされるこ
とになったo NYCD at 799，“Lords o{TI似たωtlzeEr:zrl o{ Holdemesse， Whitehall， 









外に， Shannon， slIpm note 3 at 24， 48においても詳紛が終説されているこまた， ri~ 
約の鎖jについては，id. at 19および， Danid K. Richter， THE ORDEAL OF THE 
LONGHOUSE: THE I'EOPLES OF THE IROQUOIS LEAG仁E1" THE ERA OF EじROPEA"
COLONJZATIO:¥ (Chapel Hill， 1992) 24-26， Francis lennings， cd.， THE HISTORY AND 
CULTURE OF IROQUOIS DIPLOl¥lACY (災c¥'York， 1985) 20-2-1. さらに，六部族述合
とイギリス航民地とのiおの良好な関係'<1:'磁認し i認がJのi'J'Uを新たなものとするた
めの定期的な会合のガ法や様式については， Shannon， slIpra note 3 at 78-102. 
11) Newbold， 5l1pm note 7 at 20. これより先の 1753ijo(こ，総資のために一皮，ワシン
トンはオハイオ)1流域{こiJRi迭されている乙その報告については， The Journal of the 
House of Burgesses (Virgini江)， Thursday， February 14，1754， pp.175-176 (こ記され
ている c その報告において，主主懇のi設により，潟地域の強化念求めている c また，
1754年の一度目の戦いでは，何年4月17臼，現ピッツパーグ付近{こ檎築した姿2き
がフランスに攻撃され降伏したc 二度闘は，同年7月38，1司安芸きそ強化したもの
の，再度フランスlfIによって総洛させられたc 言手絡iについては， Charles Campbell， 
HISTORY OF THE COLONY AND ANCIENT DOMINION OF VIRGI:¥IA (Philadelphi品，
1860) 460-468 
12) NYCD at 800 and 802， '‘Lords of Trade 10 Sir J)r:zll'ers Osborne， Whiteh立U，Sep-
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tember 18， 1753" and“Lords o[ Tmde to the GOl'emOl古 11ぺmcrica，Circu!ar Letter to 
the GOl'emors o[ P!al1tatIol1s， Whitehall， September 18， 1753プ貿易委員会のハリファッ
クスは，強力なリーダーシツブを発探して，そのような綴民地の連合を促進した
(子~ewbold， slIpm note 7 at78-79，81)0 
13) Newbold， slIpra note 7 at23. 諮様民地が共同してフランスおよび先住民lこ対処す
るべきであるという認識の下に， 1684年から 1751:f手までの聞に計 10閲怒皮の会合
が持たれたとのことであるが，重姿な窓、味合有する緩まりとしては， 1744年にぺン
シ/レパニアのランカスターで行われ， ヴァージ‘ニア.メリーランドとペンシノレパニ





14) Shannon， sllpm note 3 at81. 
15) 各代表者の氏名と所属槌災地については，NYCD at 853 
16) 原文(ま， Albcrt Henrv Smyth， THE WRITINGS OF BENJAJ¥lIN FRANKLlN， vol. 3， at
197-19ヲ(1970).なお，訳文中の r---J記号{ふ i京文においても同様の表記と
なっている c
17) Sh司nnon，slIpra note 3 at 113 
18) NYCD at 854， 800-801， "Lords of Trade to Sir Dal1l'crs Osbomc， Whitehall， Sep-
tember 18， 1753." 
l守) Id. 




はi十日当の透きな続いていたと考えられる (NYCDat 858)0翌 6Fl 20 Bには.案が
まだできていなかったため，会議でそのスピーチE草稿が苦手議の対象になるのは，そ
の翌日 6Fl 21 Elのことであったが，ここで反M窓兇などがあったため，スピーチに
ついて合怒が得られたのは 6Fl 22 Iヨとなった (NYCρat859)0 





メワーランドカ3らはベンジャミン・タスカーであった (NYCDat 860lc 
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24) 入'YCD乱t860-863 
25) 入TYCJ)at 864. 
26) 入!YCDat 861-863. 
2i)入!YCD立t868 
28) NYCD at 862 
29) 入TYCDat 865-866. クリントン総持との関係については，前UJ注 10)参燃のことハ
30) 入ヲ'CDat 867 
31) 入TYCDat 870-871. 
32) 人γCD乱t872 
33) 人!YCDat 878， 881， 884 また，六部絞迎合に士すすーるJl'問ち物として，荷馬車30会
分か用意された (id.at 884) 
34) 入TCDat 875. 
35) Id. 7 Fl5 Elおよび 8Elについても， /fiJ擦の状況であった(人rrCDat 8ii， 882)。
36) 入.'YCDat 885. 
3i) NYCD at 889 
38) 1¥γYCD at 891. 
3ザ) 人γCDat 889-891， Smiyth， supm note 16 at 207-226. f:ii:者は，フランクリンのj丞
条解説つきであるごなお，訳/J¥(こ3たっては， rオjレパニー・プランjの部分的翻訳
合掲殺している，アメリカ学会iìIミ編問主興アメリカ史第 l 巻(岩波:~!}J瓦 1950





41) Ncwbold，51伊mnotc 7立t136-137 








43) ld. at 139. 
44) Id. at 140. 
45) ld. at 149-150. 
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46) Id. at 154-155 
4i) Id. at 155. 
48) Id. at 164. 
49) Id.立t165. 
50) 入rYCDat 852-853，“LiclItCl1allt-GOl'crnor f)e Lancey to the Lords o( Trade， ;.Je¥" 
York， July 22， 1754." 
51) また， Hl5日付本留民主語炎窓口どンソンからドウランシー宛て{言=t{fにおいて，
ニューヨークの泌感性{こ掬して，マサチューセッツ総校シーレ-01'英範として，
主主民地約衡のためのJili合案{こ全力を尽くす (proceedwith the utmost yigour)ょ
う激励している (NYCDat 844-8-15，“九、ccrctmアR.obil1sOI110 Licllcl1antべ;overnorDe 
Lal1cり'.")。
52) Newbold， slIpm note 7 at 166-167 
53) Id. at 168-169. 
54) Id. at 16守-170
55) Id. at 170. 
56) Smyth， slIpra notc 16 at 228， "To Cadwalladcr Colden， Philadelphia， August 30， 
1754." 
5i) Id. at 242，“To Pcter Collillson， Boston， December 29， 1754." 
58) NYC[) at 850， 851， "Lieutenant-Governor De Lancey to the Lords ofTrade." 
59) 入.'YC[)at 916-920， ，‘R.cprcscl1tatiol1 to thc King ()11 the Proceedings o( thc COl1grcss 
at Alb日Ily，¥ヘ'hitehall，Octolヲer29， 1754." 
60) Id. at 918 
61) NYCD at 844， ，‘Secretary R.obil1sol to the Lords of Trade， Whitehall， Junε14， 
1754." 
62) NYCn at 901，“Lords of Trade to Sccrctary R.obiIlSOI1， Whitehall， :¥ugust 9， 1754，" 
"RcprcsclltatiOIl 10 thc Killg with Plal1 ofGclIcml COllccrt." jlJ案の災体iねな文字?につ
いては，id. at 903-906，“Plal for a GClleml Cooperatioll of the North American Cohト
l1ies. Tlle Dmllghl of a Plan or Project戸ra GCl1cral COl1cert to be c1lred ilto by His 
.¥lajおり，'SsCl'cml Colol1ies UpOll the C01lilcI1t of North A1l1erica， for their 111tlll al1d 
C011101 Dc(cl1c， 1l1d toprel'cl1t orrC1l01'C日Fり，cncro日ch1l1c1lSUpOI1 His Mlljesty's do 
miniol1s. 9 Aug. 1754." 
63) 入rYCDat 901-902. 
64) 人rYCDat 902. 
65) Id 
(6) Id. 
67) Charles Henrv Lincoln， ed.， CORRESP01¥DENCE OF \ヘ'ILLl A~l SHIRLEY， GovERNOR 
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OF MASSACHじSETTSAND r-ILlTARY Cu:lI，lANDER IN AMERICA， li31-1i60 (in 2 
¥'015.、i¥cwYork、1ヲ12)，yol. 2 at 52-60， "¥'iliall Shirlcy to the Earl of Holderness， 




イギリス人との出](こ，広〈友情のi可波 (Gen己ralLeaguc of Fricndship) を@Jめるた
めにJ彼らと会合'J:持ち，かつ Iこの大陸{こ初げる国王の綴民地すべての部{こ!よく
i室長子(乱 gcncralUnion) を築くための基礎を混め，敵に対する者自7iPJiむと保談合1%1
るj ことを，植民地議会において明確に論じた旨を報告している (id.at 59)，これ
に対する本国からの団主与は，何年 6月21日付で留務長官ロビンソンによって出され
ている c すなわち， ï大英帝国主主主の領土也に対するいかなる侵略をも紡~， また排~4';
するために，国王存在下の諸機民地i認におけるー絞約協約 (ageneral concert)の案
~促進するべく，成ちに指示が出ぢれるであろう J (id. at il， "Sir 17lOl11ns Robinsoll 
to Willi日111Shirley") と。突はこれが司ハリファックスに対する向協約案作成の指示
として， 6 j=J 14 1: (こすでにI1jされていた。
も8) NYCD at 845-846， "[_ords ofTrnde to LiclIt釘1I111t-GOl'emorDe LlIzcey， ¥Vhitehall， 
July 5， 1i54." 
らり) たとえば，災cwbold，supra notc i at 182-183も向僚の結論{e導いている。すなわ
ち， r li50 "cr代のアメリカ総民地において， fj際的なJlli{，.体 (confederation)の模索
1;¥行われるだけの卜分な統一 (union)への気持ち (scntImcnt)があったということ
は可能であろう(…… lï54 年における訪絞m~f也統必へのぷみは，少なくともその憾
には， fi反にえ}JE訟のようなものであったとしても，アメリカの共通干Ij{if(ニ関して，す
べての傾民池によって共寂される意識があったことをふ疑L、もなく示しているjと
〔付記〕本稿は， 12009年度南山大学パッへ研究奨励金 I-A-2Jによる研究成果の
一部である。
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